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進
さ

れ
た

こ

と

で

あ
る

。

三

河
龍
渓
院
は、

こ

う
し
た

幕
臣
グ
ル

ー
プ

の

支
援
を
受
け、

宗
派
や
派
閥
を

超
越
し

た

僧
侶
た

ち

に

よ
っ

て

支
え
ら
れ

る

寺
院
で

あ
っ

た

と

見
る
こ

と
が

で

き
よ

う
。

こ

う
し

た

宗
旨
を

異
な
ら

せ

る

寺
院
や

僧
侶
た

ち
の

事
業
推
進
は
、

特
に

注
目
に

値

す
る

。

そ

れ

は
、

曹
洞

（

黙
照
禅）
・

臨
済
（
看
話
公

案
禅
）

・

日

本
黄
檗
（

文
字
禅）

は
、

本
来

宗
旨
を

異
な
ら

せ

る

か

ら

に

ほ

か

な
ら

な
い

か

ら

で

あ
る

。

　

状
況
か

ら

す
る

と
、

一

緒
に

事
業
を
進
め

た

各
宗
派
は、

後
に

そ

の

宗

旨
に

遵
っ

て、

行
動
を
異
な
ら
せ

る

こ

と

が

想

像
で

き

る
。

　
で

あ
れ
ば

、

そ

の

各
宗
派
が

宗
旨
を
超
え
る

た

め

の

理
の

所
在
を

解
明

す

る

必
要
が

あ
る

が
、

そ
れ
に

つ

い

て

は

別
に

譲
り

た

い
。

近
代
ド

イ
ツ

宗
教
思
潮
に

お

け

る

仏
教

　
　

1
ベ

ッ

ク

を
一

事

例
と

し

て

ー
春

　
近

敬

　
ド

イ
ツ

人

ヘ

ル

マ

ン

・

ベ

ッ

ク

（
靄

費
ヨ
ロ

づ
づ

じ口
 
o
屏

貫

冨
¶

マ
H

鴇
¶）

は

ベ

ル

リ
ン

大
学
に

て

イ
ン

ド

学
を

学
び

、

カ

ー

リ
ダ

ー
サ

の

研

究
で

哲

学
博
士
号
を

、

チ
ベ

ッ

ト
文
法
の

研
究
で

教
授

資
格
を

取
得
し
た
な
ど、

当
時
の

ド
イ

ツ

の

典
型
的
な
文

献
学
者
で

あ
っ

た
。

し
か

し
一

方
で
］

九

＝

年、

シ
ュ

タ
イ
ナ
ー
の

講
演
を

初
め

て

聴
き、

人

智
学
の

思
想
に

大

い

に

傾
倒
す
る

。

第
…

次
大

戦
後
の
｝

九
二

二

年、

人

智
学
の

キ

リ
ス

ト

観
に

基
づ
い

た

宗
教
団
体
「

キ
リ
ス

ト

者
共
同

体
」

に、

設
立
メ

ン

バ

ー

の
一

人
と

し

て

参
加
し
た

。

以

降、

一

九
三

七

年
の

死

去
ま

で

同
団

体
の

司
祭
と

し
て

活
動
し
た

。

　
ペ

ッ

ク
は

、

仏
教
は

哲
学
的
要
素
で

は
な
く
神
秘

的
要
素
こ

そ

が

核
心

で

あ
る

と
し

、

仏
陀
は

哲
学
者
で

は
な
く、

大
乗
仏
教

的
な

救
済
者
で

あ

り、

し
た
が

っ

て

南
伝
仏
典
よ

り
も、

神
秘
的

・

神
話

的
要

素
の

強
い

北

伝
仏
典
が

仏
教
の

本
意
を

伝
え

て

い

る

と
し
た

。

こ

の

よ
う
な

仏
教
理
解

は
、

仏
教
と
は

哲
学
的
な
も
の

で

あ
り、

合
理
的
に

解
釈
可
能
で

あ
る
と

す
る

当
時
の

ド

イ
ツ

の

仏

教
研
究
の

主

流
か

ら
大
き

く
逸
脱
し

て

お

り、

今
で

も
仏
教
研
究
史
に

お

い

て

も
重
く
扱
わ

れ
て

い

な

い
。

　
こ

の

ベ

ッ

ク
の

仏
教
理

解
の

背
景
に

は
、

シ

ュ

タ

イ

ナ
ー

の

人
智
学
の

世
界
観
が

存
在
す

る
。

人
智
学
で

は
、

人
間
は

瞑

想
等
に

よ

る

特
定
の

修

行
を

通
し

て、

「

超
感
覚
的
領
域
」

で

あ
る

高
次
の

認
識
を

獲
得
で

き

る

と

考
え

る
。

シ

ュ

タ

イ
ナ
ー

は、

こ

の

「

超
感
覚
的
領
域
」

の

認
識
の

上

に

立
て

ば
、

精
神
や

宗
教

、

入

類
の

問
題
を
近

代
自
然

科
学
と

同
じ

厳
密

さ
で

探
究
で

き

る
と

主

張
し
た

。

一

九
一

六

年
に

書
か

れ
た

主
著

『

仏

教
』

に

は
、

既
に

人

智
学
的
世

界
観
の

影
響
が
み

ら
れ
る

。

一

九
二

二

年

以
降
の

ベ

ッ

ク
は
、

キ

リ

ス

ト

者
共
同

体
司
祭
と

し
て

人
智
学
の

世
界
観

を
全
面
に

押
し

出
し
た

著
作
を

多
数
発
表
す
る
が
、

根
本
的
な

仏
教
理
解

で

は
共

通
し

て

い

る
。

　
こ

の

人

智
学
の

世

界
観
の

影
響
を
受
け
て

い

る
と

考
え

ら
れ

る

仏
教
理

解
と
し
て

は、

以
下
の

要
素
が

挙
げ
ら

れ
る

。

 
仏
教
は

哲
学
的

、

思
想

的
な
も
の

で

は

な

く
、

徹
底
し

て

実
践
の

行
と

し

て

の

ヨ

ー

ガ

で

あ
る

。

 
仏
伝
な
ど
に

見
ら

れ
る

神

秘
的、

幻
想
的
な

記
述
は

文

学
的
表
現
で

も

仏
教
の

神
話
化
で

も
な
く、

現
に

存
在
す
る

「

超
感
覚
的
領
域
」

の

世
界

の

諸
相
を

象
微
的
に

表
現
し
た

も
の

で

あ

る
。

 
仏
教
は
キ

リ
ス

ト

教
に

最
終
的
に

合
流
さ

れ

る

べ

き

「

生

命
の

流
れ
」

で

あ
る

。

し
か

し
、

こ

こ
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で

言
う
キ

リ
ス

ト

教
と

は、

こ

れ

ま

で

の

「

教
会
的
P
教
理
的
」

キ

リ
ス

ト

教
で

は

な
い

と

す
る

。

　

こ

の

よ

う
に

、

ベ

ッ

ク

の

仏
教

観
は

人
智
学
の

世

界
観
の

影
響
を

強
く

受
け
た

も
の

で

あ
っ

た
。

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

『

仏
教
』

は

当
時
の

ド

イ

ツ

で

は

非
常
に

ポ
ピ

ュ

ラ

ー
な

仏
教
書
と
な

り、

日

本
に

も

「

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お

け
る

仏
教
研

究
の

最
も

代
表
的
な

名
著
」

（
岩
波

文
庫
版
『

仏
教

（
上
）
』

表
紙
』）

と
し

て

紹
介
さ
れ
た

。

こ

れ
は

何
を

意
味
す
る

の

か
。

　

世
紀
転
換
期
の

ド

イ
ツ

で

は
、

英
仏
に

遅
れ

、

か

つ

急
激
な
近

代
化
へ

の

抵

抗
感
と

社
会
的
疲

弊
か

ら

「

流
浪
す
る

宗
教
性
」

と

も
言
え

る

様
々

な

社
会

運
動、

宗
教
運
鋤
が

発
生
し
た

。

そ

し
て

、

第
一

次
大
戦
敗

戦
と

帝
国
崩
壊、

そ

の

後
の

ワ

イ
マ

ー

ル

共
和
国
の

迷
走
は

非
合
理
的
な
る

も

の

を
求
め

る

思
潮
の

蔓
延
に

拍
車
を
か

け
た

。

　」

方
、

ド

イ
ツ

の

仏
教
研

究
は、

「

合
理

的
」

な

言

語
研
究
に

基
づ

く

文
献

学
的
手

法
が

主

流
で

あ

っ

た
。

つ

ま

り、

ベ

ッ

ク

は

二

重
の

意
味
で

「

ド
イ
ツ

的
」

な

位
置
に

立

た

さ

れ

て

い

た

の

で

あ
る

。

そ

し
て
、

ベ

ッ

ク

は
仏

教
の

神
秘
性
に

着
目

し
た

が、

少
な

く
と

も
ベ

ッ

ク

自
身
は

文
献
学
者
と
し
て

振
る

舞
い

、

自

分
が

非
合
理

主

義
に

跪
い

た

と

は
思
わ
な
か

っ

た
。

非
合
理

的
な
も

の

を

求
め

る
当

時
の

ド

イ
ツ

社
会
か

ら

の
、

そ
し

て

大
戦
を

経
験
し
た
ベ

ッ

ク

自
身
の

内
心
か

ら
の

要
請
に

対
し

て
、

ベ

ッ

ク

は

「

合
理

的
」

な
理

解
の

領
域
を、

シ

ュ

タ
イ

ナ

ー
の

言
う
「

超
感
覚
的
領
域
」

に

ま

で

拡
大
し
て

説
明
を
試
み

る
こ

と
で

、

科

学
的
・

学
問
的
と

い

う
手
法
を
変
え
ず
に、

こ

う
し

た

問
題
に

応
え
よ

う
と

し

た
の

で

あ

る
。

　
そ
の

意
味
で
、

ベ

ッ

ク

の

仏
教
理

解
は

近
代、

と
く
に

世
紀
転
換
期
か

ら
一

九
二

〇
年
代
に

か

け

て

の

ド

イ
ツ

の

宗
教
思

潮
上
の

仏
教
理
解
の

特

徴
あ
る
一

事
例
と

言
え

る
。

吉
田

兼
好
の

死
生
観

新

保

哲

　

中
世
鎌
倉
未
期
の

隠
遁

者、

歌
人、

随

筆
家
と
い

う
さ

ま
ざ

ま

な

顔
を

持
つ

人
間
通
の

魅
力
あ
る

人
物、

吉
田

兼
好
法
師
の

生
死
観
に

つ

い

て、

彼
の

心
の

根
底
に

は

如
何
な
る

問
題
の

臼
覚
・

意

識
が

あ
っ

た

の

か
。

そ

の

こ

と

に

関
し

て

考

察
し、

明
ら
か

に

し
て

み

た
い

。

　

兼

好
に

は
、

仏
道
の

修

養
を
通
介
し

て
、

心
の

安
心
立
命、

常
住
平
生

の

念
を
求
め

る

指
向
性
の

態
度
が

窺
わ
れ、

そ
れ
は

必
ず
し

も

宗
派
的
色

合
い

は

み

ら
れ

な
い
。

た
と

え
ば
、

生
死
一

番
と
い

う
一

大
事
に

つ

い

て

は、

何
よ

り
も

ま

ず
急
ぎ
心
に

掛
け
な

け
れ
ば
な
ら

な

い
。

願
い

ご
と

を

成
就
し
て

か

ら、

暇
を
見
い

だ

し

て

仏
道
修
行
を
し

よ

う
と

思
っ

た

ら、

願
い

ご

と

は

果
て

る

は

ず
が

な

い
。

そ

こ

で

あ
ら
ゆ

る

願
い

ご
と

は

み

な

妄
想

だ
と

思
い
、

直
ち

に
一

切
を

放
擲
し

て
、

仏

道
修

行
に

専

念
す
る

時
、

何
の

邪
魔
も

な

く、

何
の

所
作
も

い

ら

ず、

心
身
と

も

に

長
く

落
ち

着
き

を

え
る

と
い

う
の

で

あ

る
　〔
『

徒
然

草
』

第
二、
白
四

十
一

段）
。

　

兼
好
の

仏
道

観
の

根
底
に

は
、

次
の

よ

う

な
死
を

間
近
に

迎
え

よ
う
と

す
る

切
迫
し
た

切
実
な

精
神
的
姿
勢
が

窺
い

知
ら
れ

る
。

す
な

わ

ち

そ

れ

は

第
百
三

十
七

段
に

み

え

る
。

　
　

兵
の

軍
に

出
つ

る

は、

死
に

近
き

こ

と

を

知
り

て
、

家
を
も

忘
れ、

　
　

身
を

も
忘
れ
る

。

世
を

背
け
る

草
の

庵
に

は
、

閑
に

水
石
を

も
て

あ

　
　
そ

び
て
、

是
を

余
所
に

聞
く
と

思
へ

る

は、

い

と

は

か

な

し
。

し

つ

　
　
か

な
る

山
の

奥、

無
常
の

か

た

き

競
ひ

来
ら

ざ
ら

ん

や
。

其
死
に

の

388（1480）
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